
 
むつ総合病院新病棟建設事業 ～対象物件について～ 

【名称】メンタルヘルス棟 

【建築】平成 23年 10月 

【構造】RC造 ２階建て 

【面積】4,381㎡ 

【主な機能】メンタルヘルス科 

 

【名称】血液浄化センター 

【建築】平成 29年２月 

【構造】S造 ３階建て 

【面積】1,761㎡ 

【主な機能】人工透析・事務局 

【名称】RI棟 

【建築】昭和 57年３月 

【構造】RC造 ２階建て 

【面積】553㎡ 

【主な機能】RI検査 

【名称】病棟 

【建築】昭和 52年 9月 

【構造】SRC造 ８階建て 

【面積】12,027㎡ 

【主な機能】病棟、ICU、中央材料

室、リハビリテーション科、化学療

法室、看護外来、栄養管理科、機械

室 

 

【名称】感染病棟 

【建築】不明 

【構造】RC造 ２階建て 

【面積】429㎡ 

【主な機能】感染病棟 

 

【名称】別館Ⅲ 

【建築】昭和 45年 

【構造】RC造 ２階建て 

【面積】696㎡ 

【主な機能】SPDセンター 

 

【名称】別館Ⅰ 

【建築】昭和 43年 

【構造】RC造 ２階建て 

【面積】696㎡ 

【主な機能】職員更衣室 

 

【名称】（外来）西診療棟 

【建築】平成 4年４月 

【構造】SRC造 3階建て 

【面積】6,227㎡ 

【主な機能】外来診療、中央手術部 

中央放射線科 

【名称】（外来）東診療棟 

【建築】平成 5年 12月 

【構造】SRC造 4階建て 

【面積】7,095㎡ 

【主な機能】外来診療、食堂、医局、

医事課、健診保健科、薬剤科、中央

検査科 
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 病棟の老朽化が今回の新病棟建設事業の根幹。併せて、昭和の時代

に建てられた建物も新病棟建設事業に含める。 

 新病棟に備える機能については、それぞれの機能や役割を踏まえ、

連携や動線などを検討の上、計画する。 

 外来診療棟も、そう遠くない将来建替えを計画しなければならな

いので、その辺も見据えた形で計画する。 
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